
座長

山本　明美（旭川医大名誉教授）

藤田　靖幸（旭川医大）

演者

藤田　靖幸（旭川医大）

「皮膚病理の超基本：顕微鏡の使い方と水疱症の症例解説」

福本　隆也（福本皮フ病理診断科　奈良県奈良市）

「VSソフトの使い方と軟部腫瘍の症例解説」

阿南　　隆（札幌皮膚病理診断科　北海道札幌市）

「リンパ腫の症例解説（T細胞性を中心に）。皮膚病理専門に進んだきっかけを含めて」

山本　明美（旭川医大名誉教授）

「interface dermatitis の症例解説。細胞を見る時の注意、手術・生検時の注意点を含めて」

開催日時

11 月 16日（日）9：10～11：10

テーマ

バーチャルスライド演習　病理組織の苦手意識を払拭しよう！

対象

皮膚科専門医試験の受験勉強中の専攻医、ならびに専門医取得後に皮膚病理をサブスペシャリティにすること

を考えている方

目的

病理組織学がどうも苦手、身近に相談相手がいなくて習得法が分からないといった方が、これなら自分でも診

断できるかも、と前向きになることを目的としています。

内容

実際に皮膚病理組織診断を行っている演者 4名が選んだバーチャルスライドを参加者が学会前に各自のパソ

コン画面で観察し、疑問点を整理していただきます。学会当日は演者による病理組織像の見方のポイントを講

演で聞いた後、分からないところを演者にその場で質問をして解決することができます。ハンドアウト資料は

当日ウェブ上で配布します。バーチャルスライドは学会後も一定期間閲覧が可能で、復習に用いることができ

ます。
協力：メドメイン株式会社
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「バーチャルスライド演習　病理組織の苦手意識を払拭しよう！」
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